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はじめに
本稿では，前年報（以下，前稿［本多 2012］）
で扱ったヴェトナム・ラムドン省に居住するコ
ホー族スレ集団と，同じ行政村に居住するチル
集団を扱う。前稿では，筆者が提示した社会変
動モデル［本多 2011a：279－286］が調査地の
スレ集団社会に対し適合性があるか否かを論じ
た。調査地に住むスレ集団は，調査地を原住地
として居住し続けている一集落である，水稲を
専業としてきた（１），カンレオ集落の人々，ヴェ
トナム戦争の中で調査地に移住民としてやって
きた一集落であるワット集落の人々の二つのグ
ループがあった。この二集落中の後者が筆者の
提示したモデルである，ジュネーヴ協定以前，
以降，革命後，ドイモイ後の各段階における外
因的変化から婚姻連帯が拡大していくというモ
デルに適合していた。元々水稲耕作民であった
彼らが，移住によって土地を失い，原住地のス
レ集団カンレオ集落から土地を借り畑作をして
いたものの，それも政策によって奪われ，自ら
の開拓した土地をも原住地に居住する元々の所
有者に返還要求される可能性があるという状況
から，原住地として居住するカンレオ集落との
婚姻によって自分の使用している土地の確保に
努めていた。
しかし，筆者のモデルでは，土地を求めての
他エスニック集団との婚姻まで婚姻連帯が拡大
していくことまで言及したが，調査地のスレ集
団においては，他エスニック集団─特に同じ行
政村内に居住するチル集団─との婚姻が少ない
という不適合の点も明らかになった。
2013年の調査で，新たにチル集団とスレ集団
の婚姻関係が２例発生し，関係者に対する聞き
取りで興味深い資料を得た。聞き取りの結果，
前回の不適合性に関する結論から，社会階層の
変容を要因とする，新たな段階とみなせる婚姻
事例が今後多数出てくる可能性を予見できた。
さらに，婚姻に関する聞き取りをしていく過程
で，婚姻と土地を巡る男側と女側の関係が旧来
の考え方と大きく変わりつつあることがあきら
かになった。従って，本稿では新たに発見した
上記２点について論ずる。また，前稿で扱った
スレ集団の婚姻については新しい詳細な資料を
得たので加えて提示し，スレ集団とチル集団の
婚姻の相違点についても補足する。なお，スレ
集団に関する先行研究や調査地の概要や歴史に
ついては割愛するので，前稿を参照されたい。
・調査の概要
本稿は，ヴェトナム国家大学人文社会科学大
学ホーチミンシティ校人類学部（２）のファムタン
トーイ（Pham Thanh Thôi）氏の同行を得，
2013年２月17日から３月２日，2013年６月２日
から６月13日までの調査結果に基づいている。
調査地は既述したように前稿同様ラムドン省
ドゥクチョン（ ức Trọng）県リエンヒェップ
（Liên Hiệp）社Ｇ村６組のうち，コホー族の居
住する３，４，５組である。調査言語はヴェト
ナム語，少数民族語併用である。
・本稿の構成
ヴェトナム・ラムドン省におけるエスニック集団間の
社会階層と文化の変容
本　多　　　守
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Ｉ「新たな婚姻事例」では，２つのエスニッ
ク集団間の婚姻事例に関する聞き取り結果を提
示し，そのポイントをまとめる。Ⅱ「カンレオ
集落での婚姻事例」では，カンレオ集落におけ
る婚姻事例に関する聞き取り結果を提示し，そ
のポイントをまとめる。Ⅲ「チル集団とスレ集
団の婚礼の相違」ではⅠ，Ⅱでまとめたポイン
トから婚礼の相違，現在の贈答などについてチ
ル集団とスレ集団を比較検討する。Ⅳ「分析と
結論」では，Ⅲまでの分析結果から筆者の変動
モデルに対しての適合性を再検証する。
・凡例
インフォーマントは各図の中で▲●で表記
し，点線内は同居している人々を示す。なお，
図内の△〇の下に記されている４桁の数字は生
年，－４桁数字は没年を表す。また婚姻を示す
△〇を繋ぐ線の下に記された４桁の数字は結婚
年である。文末に（○○○○年生）とある場合
には，インフォーマントからの聞き取り結果で
あり，その生年を表示している。
Ⅰ．新たな婚姻事例
新たに出現した二つの婚姻事例において，女
側はスレ集団ワット集落の姉妹，男側はチル集
団の異なる夫婦の息子である。従って，女側は
ワット集落の結婚する娘二人を持つ１家庭，男
側はチル集団の２家庭となる。婚姻事例の順は
時系列順，ワット集落姉妹の妹（Ｂ）の婚姻を
婚姻事例１，姉（Ａ）の婚姻を婚姻事例２とす
る。
嫁の実家の現在の経済状況：インフォーマン
ト：嫁ABの実父　1974年生
労働者は今娘婿 ab が二人増えて８人。コー
ヒー１ヘクタールと水田を４サオ（３）借りて耕作
してるよ。去年の米の収穫は26袋（４）。米は一袋
35,000ドン。コーヒーは1.5トン収穫があったよ。
家畜はこの間（2013. 3）の両親の墓を作るため
に４頭の牛を26チウ（５）で売ったんだ。2012年に
耕耘機を買うために牛二頭を20チウで売ってし
まったので，牛はいまはないよ。ほかにコー
ヒー摘み労働の収入があるよ。900ドン／１キ
ロだから，懸命に働けば１日250,000ドン，悪
くても200,000ドンにはなるよ（６）。
１．事例１に関する聞き取り
１ －１　インフォーマント：嫁Ｂの母（1977
年生：スレ集団　ワット集落）
次女Ｂ（1996年生）と男の子ｂ（1991年生）
は遊び仲間よ。どうして知りあったかはわから
ないけど。それで，男の子が泊まるようになっ
たから，2013年５月下旬，私たち（女側）は男
の子の家（男側）に申し込みに行ったの。私た
ち（娘の両親）と母方オジでね。男側は女側に
20チウを要求したわ。これは私たち（女側）が
（チルの慣習を）何も知らないんで首飾りの分
も入っている。このお金を婿の母親の４姉妹
と，婿の母方オジ２人でわけるそうだ。婿の両
親には，もう申し込みで金３チー（７）をあげた
よ。でもあと７チー，つまり１カイ（８）を両親に
あげる約束なの。この他にもバップバ（bap ba 
婿の父方の姉）が婚礼で生活用品（９）をあげる際
には，それと交換で１チーを渡すことになって
いる。さらに，婿の姉にも１チーを渡すことに
なっている。男側（姉と両親）からはすでに22
チウのバイクが婿に贈られている。この他に結
婚後コーヒーの畑作地を２サオ，新婚家庭が男
側から貰えることになっている。婚礼はヤン
バップ（10）でやるけど，もう同居しちゃっている
から教会では婚礼できないわ。神父の家に行っ図１　女側（嫁A，B）の関係図（スレ集団）
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てするの。うちは貧しいから，男の子の家から
土地がもらえるのよ。コーヒー畑が始まる前は
（チルは）貧しかったけど，いまじゃあ，村で
一番豊かなのはチル，一番貧しいのはカンレオ
よ。チルと結婚するのに反対なんかしないわ。
今じゃ一番いいのよ。
［ポイント］
Bb間の婚姻について配偶者選択に両親の積
極的関与はないが，当事者の選択後はむしろ相
手集団であるチルが裕福であるため積極的であ
る。贈答については，後出する（11）がスレ集団の
婚礼次第はチル集団と異なる。男側に対する贈
与財の量は，男側であるチル集団に慣習に従い
財の量が決められているが，支払われる財は，
チル集団の伝統的な首飾りなどから金への置換
がみられる。スレ集団にはバップバによる新家
庭に対する贈与はないが，これについても男側
であるチル集団の慣習に従い，行うことになっ
ている。宗教儀礼については女側のカトリック
式に従う。
１ －２　男側　婿ｂの母方叔母Ｄ夫ｄ（図２　
ｄ　1975年生：チル集団）
インフォーマントｄの経済状況：1996年に同
じ集落のチル集団の娘と結婚した。結婚当時は
女側の４サオしかなかったが，自らの手で２ヘ
クタールまで耕作地を拡大。コーヒーを植えて
いる。2008年，レンガを積んでセメントを被せ
た近代的な家を建て，現在妻Ｄの母，妻Ｄ，わ
が子３人とともに住んでいる。
我々の昔にしたが（12）えば，昔は女側が４ダ
ム（13）の豚と骨董品（14）のニョン・ケ（首飾り=
ニョンの一種）２つとヤーン（酒甕）２個を用
意して申し込み，男側が同意すれば，それを男
側に渡し，男側は鶏１羽と酒入り酒甕１個を準
備して，女側は自分の家で男側にあげた豚と
貰った鶏，酒を料理して双方で食事して，長老
が腕輪を交換して終わりだったって聞いてい
る（15）。今，それも変わって，女側は男側に申し
込みの時に３チーが必要だよ。これがなければ
申し込みもできないんだ。これは母親個人に対
する今までの養育費として渡すんだよ。昔は首
飾りだったけどね。あとは男側の兄弟姉妹など
男側の人数によってニョンと米の入ったブロを
準備するのさ。
結婚費用の負担割合は変わったな。昔は女側
の負担が多かったけど，今じゃあ男側も女側も
同じぐらいだよ。女側の負担は，披露宴に60チ
ウ，首飾りに40チウ，花婿代償が金１カイ，
さっきの申し込みの３チー，合計140チウかな。
男側はバイク24チウ，金２チー（これは婿に渡
す緊急用費用），婚礼衣服代１チウ，男側での
披露宴50チウ，それに土地だな。コーヒーの耕
作地５サオ（1,000平方メートル＝１サオ），換
算すると200チウ。女側が手に入るお金は男側
親族からの挙式援助金10チウがあるよ。
土地をあげる理由は女側が１ヘクタールを
持っているとするだろ？娘が３人いて分けたら
３サオ。足りないだろ？だから新婚家庭のため
にやるのさ。チルは息子のことを大切に考えて
いるんだ。この土地をあげるのはコーヒーで儲
図２　bBの婚姻に関する男側ｂの関係図 写真１　Dd夫婦の家
　　 ─　　─（　 ）
ヴェトナム・ラムドン省におけるエスニック集団間の社会階層と文化の変容
33572
かり始めた2008年ごろから。それ以前はなかっ
たな。ドラから金に花婿代償が変わったのもそ
のころだよ。僕が結婚したのは1996年，コー
ヒーはなかったから着の身着のままだったな
あ。コンバがくれたものと，あと両親から３頭
の牛，それから両親は女側からニョン・ケを各
１，４ダムの豚の価値のあるやつをもらった
よ。そして結婚してから妻の家の耕作地４サオ
で生活したんだ。
チルは男にバイクやお金，土地をあげるけ
ど，コホーはないな。（コホーは）男側が土地
をあげることなんか昔からしないよ。結婚の時
も女側が全部負担して男側は何も負担なし。
ニョン・コナック，今でも３チーの価値がある
首飾りを準備して申し込むけどチルはしない
よ。そして（コホーは）申し込み後双方が一致
しても小さな婚礼しかしない。第１子が生まれ
てから名前を付ける儀礼をして，それが終わっ
てから初めて正式な婚礼をする。でも，チルは
結婚の申し込みをして双方が同意したらすぐに
結婚するよ。だから，あいつ（婿ｂ）の相手は
ワットだからまだ申込みだけ。子供が生まれて
からするんだよ。
名前を付ける儀礼はチルの場合は第一子が生
まれたとき男側が命名するのに，コホーは彼ら
が勝手につけるのさ。だからきっとあいつの場
合も彼らがつけるよ。
僕の第一子の子供の時も僕の父が名前を付け
た。つまり男側さ。そして，父が子供用の衣服
と布団をくれたよ。参加したのは自分の両親と
兄，そして女側だけ。弟たちはまだ小さいから
参加しなかったよ。双方とも両親兄弟姉妹だけ
が参加者なんだ。男側が前日に豚を用意して，
当日女側が料理して出す。儀礼は牧師がする。
でも，今じゃあ男側は，豚に加えて１チウを払
うのが普通だな。これは2005年くらいから。儀
礼後の食事も両親と同じムポールの人たちが参
加して盛大にやる。
あいつ（ｂ）の結婚は問題だったな。だって
彼らと宗教が違うだろ？彼らはヤンバップ，
こっちはヤンコン（16）。イエスは神で，マリアは
人間。神を捨てることなんかできないのに（17）。
婚礼はヤンバップ式でやるから我々は出席しな
いよ。我々が出るのは披露宴だけ。お酒も飲ま
ないし煙草も吸わないよ。
チルとワットとカンレオとどこが今一番金持
ちかって？今はチルだ。コーヒーで儲けている
から。ワットは貧しいけど僕らに続いている
よ。カンレオは水田だろ？今一番貧しいな。
［ポイント］
この行政村に居住するハンフット集落の伝統
的な婚礼における贈与財が伝統的な財から金，
土地，バイクに置換しつつある。また，男側が
新婚家庭に贈る豚が牛になっている。命名儀礼
についても贈与財の量が変化し，金銭が追加さ
れている。また，チル集団の婚礼における男側
と女側の贈与財，費用負担割合が変化し，イン
フォーマントによれば負担割合が同じになって
いるとする（表１参照）。表１でみると，仮に
耕作地がなければ，依然として女側負担が多
く，しかもその負担割合は男女で約２：１に
なっている。
チル集団とスレ集団の違いについては婚出す
る男に対する考え方，婚礼時期，新生児の命名
者，宗教の点があげられている。スレ集団２グ
ループとチル集団の経済力については，かつて
と逆転しているという。
表１　dの語る負担割合
女側 男側
披露宴 60 披露宴 50
首飾り 40 緊急時金銭 11
花婿代償 56 婚礼衣装 1
申し込み 17 バイク 24
援助金 －10 援助金 10
合　計 173 合　計 96
耕作地 200
＊単位はチウドン（百万ドン），チーはドンに
換算
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１ －３　男側　婿の姉夫婦（図２　cC　チル
集団）
cC 夫婦の経済状況：妻Ｃ（姉）は1988年生，
私（ｃ）は1989年生まれで2009年に結婚した。
現在，この家には妻の両親と未婚の子供４人，
それから僕ら家族４人で合計10人住んでいる
よ。耕作地はコーヒー畑を1.5ヘクタール，ト
ウモロコシ畑を１ヘクタールをみんなで耕作し
ているんだ。コーヒーは収穫が7.5トンで，１
トン当たり，だいたい37チウあるよ。でもこの
収入のうち，10人分の米を１トン半買うので12
チウはなくなるよ。
僕たちは恋愛結婚だけど交叉イトコ婚なん
だ。昔から結婚相手だと思っていたし。みんな
交叉イトコ婚しているし特別じゃあないよ。自
分のコンバは父方の祖父だよ。妻（姉）の家か
ら僕の家には３チーの金が申込み（2008年）で
贈られ，2009年の婚礼では１カイの金が贈られ
たよ。婚礼の時は僕の家が100キロの豚と鶏35
キロ分，妻の家が飲み物と料理を31の机の分を
用意したんだ。首飾りも妻の家からたくさんも
らってたけど母が受け取ったからよくわからな
いなあ。午前中に僕の家で披露宴をして午後に
妻の家で披露宴をしたよ。お祝い金は全部で90
チウだった。婚礼は教会で牧師さんがやったん
だ。男側から僕たち新婚家庭にオートバイ一台
と１チーをもらったよ。今，子供は３歳と１歳
半。最初の子供の名前は僕の父がつけた。名付
け儀礼の時に両親から500万ドンもらい，男側
の準備した５ダムの豚で女側が料理を準備して
双方一緒に会食したよ。次男は僕が名前つけ
た。男側から１チウ，それから会食用の飲料を
もらった。あとは全部女側が準備して会食した
んだ。
［ポイント］
この聞き取りはチル集団同士の2009年におけ
る婚礼，贈答について語られている。交叉イト
コ婚が恋愛結婚として成立している。イン
フォーマントの婚姻時，命名儀礼時における贈
与財が金やオートバイに置換している。
２．事例２に関する聞き取り（図３参照）
２－１　嫁Ａの母（スレ集団　ワット集落）
長女Ａ（1994年生）と婿ａ（1991年生）は村
の誰かの結婚披露宴で知り合ったらしいけどよ
くわからない。何度も遊びに来て泊まったりし
ていたわ。婿は母方オジｇの娘Ｊが結婚の申込
に来ていたので母Ｆにその娘と結婚しろと言わ
れていたのよ。交叉イトコ婚を我々はしないけ
どチルはまだたくさんあるのよ。でも，拒否し
て私の長女Ａを望んだわ。それで20チウを持っ
て結婚の申し込みに行ったの。その費用はこの
間の改葬（18）で差金が出たからよ（19）。この時の申
込は母方オジ，自分たち（娘Ａの両親）と娘Ａ，
父方オジ。男側は母方オジｈと婿ａと母Ｆだ
け。最初，婿ａの母Ｆは100チウと30のニョン
を要求していたわ。こちらの母方オジが交渉し
て30のニョン・ケについてはなくなった。でも
100チウは60チウにまけてくれと頼んだけどう
図３　男側　婿ａの関係図（チル集団）
　　 ─　　─（　 ）
ヴェトナム・ラムドン省におけるエスニック集団間の社会階層と文化の変容
33770
まくいかなかったの。首飾りは私たち（スレ集
団）はわからないから勘弁してくれたの。お金
について母Ｆは無口でただ100チウというだけ。
しょうがなく要求に同意して，みんなで鶏を食
べたわ。披露宴は婿の家で午前中にやったの。
婿の家の関係者がたくさん招待され，女側も参
加したわ。この時20チウを持っていき婿の母に
渡したのよ。午後は私（嫁の両親）の家でやっ
たの。このあと男側は婿を連れてきてそれから
ずっと婿はうちにいるのよ。でも今回は正式な
婚礼ではない（20）から，男側は豚を持ってくるこ
ともなかったわ（21）。これはチルだからでコホー
だったら女側が全部負担するのよ。私たちの昔
にしたがえば，婚礼は女側が男側にニョン・タ
ラペーとウーイ（布）をあげ，婚礼は女側が全
部負担し，男側は水牛を一頭を婿にあげて終わ
りなの。そうそう，もしレストランで正式な披
露宴をするなら，豚はお金に換算してくれるっ
て言っていたわ。もう婿ａはお母さんＦから40
チウのバイクをもらっているのよ。土地がない
からバイクだっていわれたわ。
［ポイント］
女側でも婿ａに対する母方オジ問題は把握し
ていたが，当人の意思を尊重している。婚姻申
し込み時の男側との贈与財に関する交渉で女側
がスレ集団であることが考慮され，伝統的な贈
与財である首飾りが放棄されている。
婚礼次第については女側，すなわちスレ集団
の婚礼に従っている。男側（チル集団）に期待
する新家庭への贈与財として土地やバイクが当
たり前のものとみなされている。
２－２　婿ａの母Ｆ（1964年生）
婿ａの実家の生活経済状況：母Ｆは1978年同
じ集落の男性と恋愛し，母親の反対を押し切っ
て駆け落ちした。そのため夫方居住であった。
５人の子（４女１男）をもうけるが，夫の浮気
により離婚した（2002年）。結婚中，集落内で
雑貨屋をやって生計を立てていたが，離婚後実
家に戻った。現在地でやり始めたのは１年前。
コーヒーは両親の放棄地（１ヘクタール）を
2000年に再開拓して７－８年前から開始。コー
ヒーの収穫は年間約３トン，その売上は
7,000,000ドンある。
結婚するのは第５子ａで1994年生まれ。スレ
集団の婚礼に従えば，女側のみで婚礼を行い，
男側ではしないわ。でも私には息子ａが大切
だったから男側でも婚礼をしたの。だから女側
には「息子がかわいいから，自分の家でお別れ
の婚礼をするわ」と伝えたの。私の家では，そ
の時机を20ほど，豚50キロ，ニワトリ15キロか
ら20キロを準備したわ。参加者は男側，村人を
中心に接待したけど，もちろん女側もきたわ。
女側は３－４の机分。30人ぐらいかしら。参加
者は皆，15－200,000ドン持ってきたわ。お祝
い金よ。その合計は26,700,000ドン。このお金
は全部お祝いの費用になっちゃった。当日は宗
教が違うから，何も儀礼はしていないわ。女側
の代表者と息子のヌトルハー社のダメに住む母
方オジｈが代表として挨拶しただけよ。女側の
代表者は「息子さんを立派に育てていただき，
どうもありがとうございます。今日という日を
迎えられてうれしく思います」と挨拶し，男側
は「死ぬまで，相手を捨てることなく愛し合い，
よく働き，子を産むように」と返したわ。そし
て今，息子ａはもう嫁Ａの家にＡの両親たちと
一緒に住んでいるわ。
息子には，45チウのオートバイ，それから個
人的に２チウをあげたわ。私は最初，女側には写真２　婿ａの母Ｆの営む雑貨店
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婚礼が終わった後に100チウと30のニョン・ケ
を要求したけど慣習が違うでしょう？結局，お
金だけにしたわ。お金は婚礼の後だっていうか
ら，まだもらってないわ。女側が全部くれてか
ら，また何か要求されたとしても，男側はもう
何もあげない。土地をあげる人もいるけどあげ
ないわ。だってもともと土地は女のものでしょ。
男には何もないからバイクをあげたのよ。
婚姻の申込は男の子が15を過ぎているとたく
さんあるの。息子ａの時もいくつもあったわ。
一番上の母方オジｇも娘Ｊがいたから申込に来
たわ。でも私が息子ａに何度勧めても，息子ａ
はいやだって言ったのよ。仕方がないから断っ
たわ。母方オジｇもその娘Ｊも泣いていたわ。
でも私は息子ａに強制はできなかったの。だか
ら，母方オジｇの家は私の家でやった婚礼には
来なかったのよ。
［ポイント］
交叉イトコ婚の強制力が弱まり，当人の意思
の尊重が優先されている。男側で披露宴をする
というチル集団の婚礼様式が女側の了承を得て
行われている。つまり，婚礼プロセスは女側の
プロセスを原則とし，それに男側の希望は追加
される形になっている。前出のＡの母の発言と
一致して，異なるエスニック集団という理由で
男側に対する女側の財が一部放棄され，男側か
ら新婚家庭，婿に対する贈与財としてオートバ
イに加え，金銭があげられている。土地につい
ては１－２ｄと異なり，土地の継承者は伝統的
に女性が継承者であるという観念がまだ残って
いる。ただ，かつては土地が個人の財産だとみ
なすことはなかったが，母Ｆは土地も財産の一
つであるという認識になっている。
２－３　婿の母方オジｇ（1972年生）（22）
インフォーマントの生活経済状況：私は1992
年に結婚した時に４サオの畑があった。その時
は何にも知らなかったから１週間は働きに行き
１週間は家の仕事をしていた。自分の力で２ヘ
クタール開拓した（23）。1996年にコーヒーを植え
てからはだんだん生活が向上し，2006年にはこ
の家を建てられたんだよ。この家は80チウか
かったけど，そのころではまだ珍しくきれいな
家だったな。今耕作地は2.5ヘクタール，ロブ
スター種，モカ種，リベリカ種の３種を植えて
いるよ。収穫はモカ種が８月から10月，ロブス
ター種が11月から１月，リベリカ種が１月から
５月だよ。去年の収穫量は４トンだった。最初
に肥料などで借金しているから収穫後2500ド
ン／キロで返すよ。売ればほんとは3,500ドン／
キロだけどね。
私は母方のオジの娘と1992年に結婚した。昔
から我々は「母方オジの足にしたがえば，生活
が幸せで長生きできる（24）」と言って母方交叉イ
トコ婚（母方オジの足に従う（25））をしてきたの
だ。スレ集団は我々が母方交叉イトコ婚をして
いることについて非難するが，聖書に出てくる
聖人ヤコブもイサクもイトコ婚ではないか！私
は甥ａに自分の長女Ｊ（1994年生）をめとれと
言った。でも甥ａの母Ｆ（自分の次姉）はそれ
に何も答えなかった。そのうち甥ａは遊んでい
るうちに今の嫁Ａと知り合い，彼女（Ａ）と１
年付き合い寝てしまったという噂が流れた。自
分でも調べたが，うわさが真実だと感じた。も
う甥が自分の希望を叶えることはないと知り，
あきらめた。甥の母Ｆ（自分の次姉）も子供が
思うとおりにしようと考えたようだ。強制すれ
ば自殺してしまうだろうから。それで私は女側
が姉の家に申込みに来た時に証人役も務めず，
参加しなかったよ。私の弟ｈ（1978年生）が代
わりに参加しａの母方オジとして証人の役を果
たしていたけどね（図４参照）。
今年（2013年）の５月に自分の次女Ｉ（1995
年生）が結婚した時の披露宴では45チウ借金し
たよ。結婚の費用は70チウ全部でかかった。レ
ストランからの費用（26）が45チウ，ビールなど飲
み物代10チウ，婚姻申込みに1.5チウだ。この
中には男側ｉの母に渡した３チーの金も含まれ
るよ。この３チーは婿ｉの母と姉妹に配分され
るものだ。新郎養育の謝礼としてね。３チーは
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昔では首飾りだったんだよ。でも今じゃあ金に
変わったね。大体1995年頃に変わったかな。そ
れで結婚にかかわる費用はまだ全部払っていな
くて20チウがまだ未払いなんだ。コーヒーの収
穫の時に全部返すよ。この他に花婿代償（ブグ
ル（27））が男側に未払いだ。これは金を１カイ。
女側が全部支払いを済ませると，男側はバイク
を婿ｉにくれるそうだ。コンバは参加したけど
新婚家庭には何も贈り物はないよ。ちなみに次
女の結婚相手も自分の長姉の長男なんだ。つま
り母方交叉イトコ婚なのさ。
ヤンバップがヤンコンと結婚してもいいよ。
ヤンコンに従えばいいよ。マリアや聖人たちは
イエスを助けた人たちだ。だからイエスには
とってかわれないよ。結婚するなら婚礼は長老
がするよ。ヤンバップでするのであれば儀礼に
は参加しない。
カンレオは各戸が50頭から100頭の牛や水牛
を飼育していてそれを売って生活をすればいい
からとても裕福だった。しかし1985年ごろ流行
病でほとんどの水牛や牛が死んでしまったんだ
よ。それから苦しくなったね。チルは今じゃあ
たくさんの土地を持っているが，我々が持って
いるのは山の中腹から上だよ。麓はみんなカン
レオのものさ。昔は着の身着のままで神に祈っ
て生活していた。来た時は森ばかりでチルがみ
んな開拓したんだよ。開拓後，黒豆，トウモロ
コシを作り，みんなで助け合っていた。今じゃ
あ，１ヘクタールから４ヘクタールまで持って
いる人たちもいるよ。
［ポイント］
母方交叉イトコ婚の正当性を主張するために
聖書内の聖人の婚姻に関する記述が利用された
のは初めてである。母方オジｇだけでなく，母
方オジの父ｋも同じく母方交叉イトコ婚であ
り，さらにｋの娘の一人の娘も母方交叉イトコ
婚である（図３参照）。このように調査地のチ
ル集団にとって今現在も母方交叉イトコ婚が一
般的であることは明らかである。贈与財が変化
した時期が特定されている。そのほかに原住地
として調査地に居住するカンレオ集落が貧しく
なった一因─疫病による水牛，牛の死亡─が述
べられ，経済的地位が逆転したことを示唆して
いる。そのほかにチルの開拓史が語られて
いる。
以上まとめた結果，男側であるチル集団との
結婚についてワット集落のスレ集団では，男側
と女側の経済力の差から喜ぶべき婚姻となって
いる。しかも，婿は改宗するのだから結婚後は
何も問題が発生しない。一方で，チル集団側は，
婿の改宗について好ましいとは思っていない。
贈答についてはⅢで詳述する。
Ⅱ．カンレオ集落における婚姻
前稿では，スレ集団の１グループ内の婚姻に
ついて具体的事例を全く扱わなかった。今回の
調査で，筆者はカンレオ集落出身の男女の婚礼
の一儀礼─婿入り儀礼（ngai lot ya jun kon 
klau hiu ur in ＝女性の家に男を渡しに行く日）
に参与観察した。そこで，この事例（Ｋ１），
図４　女側の申込時の男側出席者（図縞模様）
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およびカンレオ集落男性の婚出に関する聞き取
り事例（Ｋ２）を加えて，スレ集団の婚礼につ
いてまとめる。
１．スレ集団の婚礼
１－１　カンレオ集落同士の婚姻
・事例Ｋ１（図５参照）
インフォーマントａの生活経済状況：イン
フォーマントの婿入りした家は2004年に初めて
水牛を売却して耕耘機を購入した。それ以前は
水牛でやっていた。水田は2.2ヘクタール。84
年に生産集団が解体後、政権側から妻の家が返
還された先祖伝来の水田である。以来2000年ま
では水稲耕作のみで生計を立てていた。１期作
で160俵（60キロ／１俵）で，だいたい10トン
の米の収穫があった。5,000ドン／１キロで売
れるので，10トンで50チウの収入がある。2000
年からコーヒー畑を開拓し，現在の畑の面積は
1.8ヘクタール。収穫は４トンある。この他に
水牛４頭，ニワトリ20羽を飼育している。
婿入り儀礼：父ａはワット集落出身で，カン
レオ集落に属する女性Ａ（1962年生）と結婚し
（1980年）妻の家に住む。自らはヤンコン信者
の両親の子として生まれたが，カンレオ集落出
身のヤンバップ信者の女性と結婚し，改宗して
いる。彼は妻との間に10人の子供がいる。この
うち，第９子の娘Ｉ（1998年生）が５月に相手
方に結婚申込み（ri ai）をした。すでに２か月
ほど婿ｉと一緒に住み，娘Ｉはすでに妊娠して
いる。
2013年６月10日18時30分過ぎ，男側は婿の実
家に集合し，嫁の家に出発（写真４）。約500
メートルで嫁の実家に到着した。まずキリスト
教の祭壇があるリビングに近親者のみ移動し，
参加して祭壇の前でカトリックにのっとった儀
礼を行う。但し，新婚夫婦はすでに同居してい
るため，教会関係者の祝福は受けられず，近親
者の中でキリスト教行事に長けた者が儀礼進行
をつかさどり，祈りをささげる（写真５）。
次に元の場所に戻り，男側を女側が接待する
形で儀礼が始まる。女側が酒甕を準備し，男側
の高齢の女性，産卵していない雌鶏を持った女
性，嫁と婿が酒甕の周りに集まり，酒甕の精霊
（yang taranom）に対する儀礼が行われた。こ
の儀礼はキリスト教への改宗以前から行われて
いる伝統的な儀礼で，全員で酒甕の上に手を重
ね祈る。祈りの後，嫁と婿が酒甕から酒を飲み，
次いで，高齢の女性たちが順次飲む。鶏は殺さ
れてその血が新郎新婦や儀礼に参加した高齢の
女性の額に塗られる。これが女側に婿が来たこ写真３　カンレオ集落の新婦Ｉの実家
図５　カンレオ集落の結婚（事例Ｋ１）
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とを祝う儀礼である。この儀礼をすることに
よってはじめて，婿が女側に帰属することが認
められる（写真６）。
儀礼が終わると会食である。参加した女側の
人々が男側の間に入り，女側が男側を接待する
形で進められる。料理は女側が用意した豚肉や
鶏肉が中心の料理と酒である。
食事が終わると，女側が男側と相談のうえ決
められた40名のサバウ（28）を受け取る権利を持つ
男側権利者名の記載された名簿ノートをもと
に，サバウの支払いが開始される。女側は布，
首飾り，お金を用意し，名簿の順に男側を招く
（写真７）。名簿40名のうち，この日受け取った
のは13名。受け取った者は，何を受け取ったか
ノートに記録される。残りは呼ばれて来ても受
け取りを辞退していた。しかし，この辞退は一
時的なもので，サバウを受け取る機会は子供が
生まれた後の婚礼まで続くので，それまでの間
に名簿の者全員が受け取ることになる（29）。
父ａは語る。「最初息子のｃがＣと恋愛結婚
だったんだよ。それで両方の家族が付き合って
いるうちにいつの間にか iI が付き合うように
なったんだ。別に昔からよくあることだよ。そ
したら妊娠しちゃった。それで，申し込んで同
居始めたんだよ。もう妊娠２カ月だ。娘はまだ
若すぎる（15歳）から行政機関への結婚登録は
３年後だな。今日はサバウをあげる機会だ。ス
レでは女側から布とお金，首飾りがサバウにな
る。あとは食事の用意だけ。他に男側から新郎
に対しては水牛，ゴザ，布，甕，さじ，箸など
生活用品が持たされる。今回，私は男側に５チ
ウ支払うことになっている。2010年に息子ｃを
（婿に）やったときは６チウを貰った。それと
前回は新婚の息子夫婦に２サオのコーヒー畑を
あげたんだ。田は祖先から継承したものだから
娘にしかあげられないが畑ならあげられるか
ら。バイクはあげないのかって？なんでそんな
ものをあげなくっちゃいけないんだ？婿は遊び
写真５　 婿入り儀礼で主イエスの祭壇に向かって
祈る
写真４　婿の実家に集まる男側の人々
写真６　伝統的な酒甕の精霊に祈る
写真７　 首飾りを贈られる男側の人々とそれを記
録する女側
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まわっちゃうじゃないか！チルとスレがどう違
うかって？チルはとにかくサバウが多いよ。
ワットとカンレオとは婚姻の仕方や贈り物は同
じだよ」。
［ポイント］
贈答の中で，男側から女側に贈られるものは
何もない。カンレオ集落の人々は長い間水稲耕
作が専業で，水田はすべて先祖伝来の土地であ
る。先祖伝来の水田は娘にしかあげられない
が，息子に対しては自らの開拓地であるコー
ヒー畑は贈与することが可能であるという。
・事例Ｋ２（図６参照）
インフォーマントの家の経済状況：私ｑは
1965年生まれ。カンレオ集落出身で，1982年生
産集団時代にカンレオ集落のＱ（1963年生）と
結婚。聞くところによれば，革命前，Ｎは約17
ヘクタール以上の水田を持っていた。しかし革
命後，所有権はすべて否定され，水田は没収さ
れて生産集団のものとなった。生産集団が解体
した1989年に各戸に土地が均等に再分配された
が，戦争中からここに居住していたヌハバール
集落やボンジャー集落の人々が自分たちの故郷
に帰るとき，彼らの使用していた土地をかつて
のカンレオ集落の所有者に返却した。妻の家で
旧所有地を回復するのに尽力したのはｏであ
る。ｏは旧共和国政府発行土地使用権証（約17
ヘクタール）をもとに，キン族に配分された約
5.5ヘクタールは回復できなかったが（30），残り
はすべて回復することができた。時期はだいた
い1990年ぐらいかな。この頃の水田は１ヘク
タール当たり指先から肩までの長さのある角を
持つ水牛１頭と同じ価値があったんだ。現在，
oO夫婦の子供たちが2.75ヘクタール，妻の妹
Ｒ夫婦が約5.75ヘクタール，私たち夫婦 qQが
約3.22ヘクタールを貰い使用している。この他
に36ヘクタール地区（31）に５サオの土地を開拓し
て保有していたが，1995年に2.5サオを政府に
没収されたよ。水田は１期作。６月に植えて12
月に収穫するんだ。収穫は１ヘクタール当たり
だいたい６トンだよ。
子供たちの婚姻の際の贈答について：私の子
供は３人すでに結婚している。Ｓとｔは2010年
に結婚した。ｓはカンレオ集落の息子で，Ｓの
両親は新婚家庭に１サオの水田をあげた。あと
36ヘクタール地区の没収を免れた2.5サオを
持っているよ。私たちはｓの母に５チウをあげ
た。そして親族たちや母の姉妹たち（32）にも200
万ドンから１チウをあげたな。次男ｔの結婚の
際には私は水田２サオを新婚家庭にあげ，女側
から５チウ貰ったよ。ｔの妻はフィーノムの女
性だ。だから結婚してから tT夫婦はフィーノ
ムに住むけど，あげた水田はここだから，ここ
に農作業に来ているよ。ｖが結婚したのは2012
年。あいつが貰った嫁は末娘で家も裕福だっ
た。それに妻の親と同居して生計も一緒だから
土地はあげなかった。土地の代わりに水牛をあ
げたよ。女側からは６チウもらったな。今は男
をあげたら女側からお金をくれるけど，昔はな
かったなあ。だいたい10年ぐらい前から始まっ
たんだ。女側は婿の両親に５－６チウをあげな
ければいけないんだ。それに男側は新婚家庭に
図６　カンレオ集落の結婚（事例Ｋ２）
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土地があれば田，あるいは水牛をあげなければ
ならない。土地はｏが回復してくれた水田から
あげている。残りはまだ結婚していない子供た
ちの分だよ。
［ポイント］
事例Ｋ１の場合，水田は先祖伝来の財産であ
るため男子に分配不可であったが，この事例で
は，男子に対して分配している。しかも同じ行
政村内でなく，近隣の行政村に婚出した息子に
対してである。
ここでスレ集団の現在の婚姻と変容につい
て，まとめる。
・改宗による儀礼への影響
カトリック儀礼は伝統的な儀礼のプロセスの
中に取り込まれる形で受け入れられているた
め，伝統的な精霊に対する儀礼が一部は排除さ
れていない。カトリック教義では，伝統的な酒
造，飲酒も禁止されていない。筆者が参与観察
したカンレオ集落事例Ｋ１では，まさに最初に
行われた，以前の彼らの創造神であったヤン・
ンドゥ［本多2011：b］に対する儀礼との置換
であるカトリック儀礼だけが改宗の影響とみな
せるだろう。また，カトリック教義にのっとっ
て本来は教会で婚礼を行うというのはあくまで
も建て前で，婚前交渉して妊娠して結婚申し込
みの事例がほとんどだと言う。この場合筆者の
参与観察したように神父の祝福は受けられな
い。従ってキリスト教色はかなり限定的である。
・贈与財の変化
スレ集団の婚姻における贈与財としては，伝
統的な首飾り，布が依然として使用されてい
る。但し，参与観察した際に女側が準備したサ
バウとして記録されているノートに，金銭
（pria）が記載され，女側から男側に対する現
金の贈与も実際に見られた。事例Ｋ１のａによ
れば，これはドイモイ後の貨幣経済の浸透とと
もに新たに加わった項目だという。このほかに
特筆すべき点は，婚出する婿に対する農地の贈
与である。農地の贈与は婚姻前に女側との調整
過程で決定される。婿は同居して一定期間の
後，自分の子供が生まれ，婚礼をして，独立時
にその土地を得る。この農地の獲得法は，両親
と同居すべき末娘を除いた娘夫婦が親から独立
する際に得る方法と全く同じである。Ｋ１とＫ
２の事例ではインフォーマントの考え方に大き
な違いがある。Ｋ１は先祖伝来の土地の継承者
を伝統的な継承者である娘に限定しているが，
Ｋ２では全く土地の性質，つまり先祖伝来の土
地か自己開拓地の別を考慮していない点である。
また，聞き取りで花婿代償として新たに金銭
が登場する。Ｉ ２－１でABの母が語ってい
る「申し込み時に女側が男側にニョン・タラ
ペーとウーイ（布）」が男側に渡す花婿代償で
あった。しかし，現在の聞き取りでも首飾りと
布については渡しており，事例Ｋ１，Ｋ２でも
昔はなかった点が強調されているので，新たに
追加された花婿代償としてみなしたほうがいい
であろう（33）。
Ⅲ．分析─スレ集団とチル集団の婚礼の相違
チル集団とスレ集団の婚礼，婚姻慣習の相違
については前稿でも扱ったが，さらに検討すべ
きデータをⅠ，Ⅱで得た。そこで，まず，チル
集団の婚姻の変容を確認したのち，再度両集団
の違いを把握し，婚姻忌避要因である両集団の
婚姻慣習の相違が，両集団間で，どのように調
整されたかを明らかにする。
１．プロセスの相違
１－２ｄ，１－３cCによれば，スレ集団の
婚姻関連儀礼（申し込みから婚礼まで，但し命
名儀礼も含む）のプロセスがチル集団とは，表
１のように異なる。スレ集団の場合，婿入り儀
礼は婿が女の家に入る正式な日で婚礼より前に
行われる。正式な婚礼はそれ以降，妻の出産後
に行う。チル集団では婚姻申込みから婚礼まで
の期間がスレ集団よりも短く，従って申し込み
から花婿代償の支払い迄の期間が短いと認識さ
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れている。
つまり，表２でみればわかるように，スレ集
団の場合，申し込みから婚礼まで完結する間に
妊娠，出産，命名儀礼が入る。一方，チル集団
の場合は申し込みから婚礼までは，早ければ１
週間以内で終わってしまう。また，チル集団が
男女双方の側で婚礼をするのに際し，チル集団
と比べるとスレ集団は女側のみで婚礼するなど
その片務性が非常に強い。
異なるエスニック集団間で婚礼が行われる場
合，そのプロセスは女側のプロセスに従う形で
決まる。但し男側は追加可能である（事例２　
F aA）。また，宗教が異なる場合は，女側に従
う事例が多い（34）。あるいは双方の話し合いに
よって宗教儀礼は消え去り会食のみになるケー
スも多い（事例２　aA）。
１－２　財の量と種類の相違
拙書でも指摘した［本多 2011a：151－170，
255］が，筆者の2006年までの調査地でチル集
団の贈答はその額だけではなく，種類も多い。
現調査地においても，その種類はスレ集団にも
認識されているほどである（35）。
ただチル集団の贈与財も今までの事例を見て
きたように置換がみられる。そこでスレ集団と
チル集団の婚姻のために発生した変化とを区別
するために，チル集団の財の変化を最初に再確
認し，次に両集団の財の量の相違点と調整方法
を明らかにする。
すでに1985年ごろからほかの地域でも見られ
る［本多2011a：179］が，調査地の聞き取りで
もドラが金や金銭に変わったのは1985年以降だ
と言う（チル集団1938年生）。その中でも婚姻
の申込で必ず必要とされる贈与財の金３チーは
開始が1990年，普遍的になったのが1995年だと
いう（事例２－３ｇ）。
次が実際のチル集団間の婚姻における女側か
らの贈与財の金の具体例である（事例Ｃ１）。
図７はｄ（1983年生）とＤ（1988年生）の婚姻
申込（2001年）の際の金の受領者である。父方
祖母Ａがコンバとして１チー，婿ｄの妹Ｆ　１
チー，両親 bBが３チー，弟ｅ　１チー，母方
オジｃ　１チーが贈与を受け，さらに金２カイ
を婚姻時（2003年）に贈与する約束をした。婚
礼で男側は１トンの豚，30袋の米を女側に，そ
して新婚家庭にコンバが子豚，斧，箸，碗，櫛，
鍋，ゴザ，小刀，布を贈った。一方女性側は男
側両親にドラの代わりに２カイの金を贈った。
表２　婚姻関連儀礼のプロセスの相違
チル
（ハンフット集落）
スレ
（カンレオ，ワット）
申し込み 申し込み
女家から男家へ贈与 女家から男家へ贈与
男家での婚礼 （なし）
女家での婚礼 女家への婿入り儀礼
両家間の贈答
男家が新郎へ贈与 男家が新郎へ贈与
女家から男家へ贈与
出産・命名儀礼 出産・命名儀礼
女家での婚礼
女家から男家の贈与
図７　チル集団間の贈与財の金の受領者（横縞）
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このようにコンバが与えるものは不変だが，婚
姻申込みの事例Ｃ１では，花婿代償のドラや申
込時の母方血族４親等に贈る萱袋ブロと首飾り
のセット（表２参照）さえ，金になっているの
である。さらに新たな贈与財としてバイクと土
地がある。事例Ｃ１と同じ系譜関係を描ける─
兄弟が母方オジの娘姉妹と結婚する事例があ
る。婚姻年は2002年，2007年で，婚姻の際男側
から新婚家庭に，30キロの豚，26チウのバイク，
コーヒー畑２サオが贈られている。そして本稿
で紹介したⅠ，Ⅱの事例で土地の贈与の開始に
ついて，Ｉ１－２ｄが2008年というが，それよ
りもさらに６年早い。
以上のようなチル集団の財の変化を踏まえた
うえで，現調査地のデータから双方の贈与財の
量と種類を比べたのが表３である。
チル集団の女側が負担する贈与財のうち，申
し込み時点で用意する首飾りはスレ集団が３
チーの首飾りであるのに対し，チル集団の場
合，母方血族４親等内の人数分必要となる。こ
れが事例Ｃ１では金に変わっている。婚礼では
チル集団が男側両親に対して花婿代償として支
払われる，かつてのドラの代わり（36）の１カイの
金は約56,000,000ドン。スレ集団は５－６百万
ドンであるから，チル集団の男の価格は10倍に
なる。
また，双方とも新婚家庭あるいは婿に対して
男側が財を贈る慣習がある。スレ集団の場合，
それは水牛であり，チル集団の場合コンバの贈
る生活用品である。しかし，スレ集団の場合，
男側に女側が返礼として財を贈ることはない
が，チル集団の場合，かなり高額な贈与財（Ｃ
１では金１チー）をコンバに対して支払う必要
がある。このようなスレ集団にはないコンバの
慣習があるチル集団はコンバに対しての支払い
も女側の大きな負担である。一方でチル集団の
婚礼は双務性があるのはすでに表１でも明らか
にしたが，スレ集団では片務性が非常に強かっ
た。しかしスレ集団の場合でも，花婿代償とし
ての５チウ，そして新婚家庭に対する土地の贈
与と，男が負担する割合が増えてきている。
ところで，このような贈与財の量と種類の変
化を今回の異なるエスニック集団間の婚礼事例
では事例１のABの母，事例２のａの母Ｆの聞
き取りを中心に検討すると，次のように調整し
ている。
bBの婚礼では，婚礼申込の時点で女側の男
側に対する贈与財のうち，首飾りが20チウに置
換されている。チル集団の慣習に従い，コンバ
に対する贈与財は維持されている。そして男側
表３　チルとスレの贈与財の相違
時期 受贈者＼集団 チル スレ
申込 男側母と親族 ３チーの価値の首飾り，首飾り入のブロ 価値が３チーの首飾り
婚礼
女側 婚礼費用負担の金銭
男側両親 １カイの金 ５チウドン
新婚家庭 生活用品（男側） 生活用品（男側）
コンバへの礼 １チーの金
披露宴（女側） 豚（男側） 男側からなし，すべて負担
新郎 バイクや土地（男側） 水牛，土地（男側）
男側 首飾り，酒甕 結納金（首飾り，布，金銭）
命名 子の両親 豚，１チウ（男側）
＊贈与者は女側，特記（男側）のある場合のみ男側。
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から新郎に対しコーヒー畑とバイクが贈られる。
このように贈与財の量についてはチル集団の
慣習に従い，贈与財の種類については金銭に置
き換わっている。aAの婚礼では，申込に必要
だった首飾りがスレ集団側の要求で減免されて
いる。贈与財では，同じエスニック集団間でも
行われるように，贈与を受ける側の男側との交
渉に委ねられるが，スレ集団が贈与者となる
と，受贈者たるチル集団の首飾り価値が複雑な
ため金や金銭への置換の確率が高くなる。
Ⅳ．贈与財としての土地
今まで提示してきたように，チル集団でもス
レ集団でも新婚家庭に対する贈与財として土地
が登場している。まだ欠くべかざる贈与財には
なっていないが，チル集団では特に普遍的にな
りつつあるようである。ここでは，各集団の贈
与財に土地が入り込んだ理由を考えていく。
１－１　チル集団の場合
チル集団の土地に対する観念は，所有観念が
極めて薄かった。しかし筆者が拙書で指摘した
［本多2011a：261］ように，外因的変化で大き
く変わったのである。チル集団は元々の生業が
焼畑耕作で，しかもムポールでの共同作業で焼
き入れから収穫まで行っており，また土地がや
せれば移動しなくてはならないという宿命か
ら，ムポールの管理に任されていた。しかも調
査地のハンフット集落は1960年から1984年まで
定居せずに遊耕遊居の民だった（註15参照）。
チル集団がコーヒーを開始したのは1990年，当
時はトウモロコシが主で，コーヒーが副だっ
た。1995年から2002年まで36ヘクタール地区で
200本のコーヒー苗が政府によって支給された
ことによってコーヒーが主流となった。商品作
物であるコーヒーが1990年代末に結実して商品
化され現金収入を生み，定耕定居の生活を安定
してできるようになった。こうして水稲耕作の
できなかったチル集団が現金収入を安定的に確
保した。一方で，チル集団が1995年以降自分た
ちで土地を開拓しては土地の売却を始めた。だ
いたい20戸以上が行っていた。コーヒーの苗付
きで３－５チウ／サオで売却していた。これは
最初の収穫期だけ自分たちのところで収穫を行
い，それを終えると売りに出すという形式で行
われた。売却理由は病気の治療や家の建設，バ
イクの購入が目的だったという（チル集団1958
年生）。土地売却の結果，調査地では1997年に
土地を購入したキン族による第６組が成立し，
現在28戸120人が居住している。以上のような
経済活動の結果，2000年を過ぎたあたりからチ
ル集団はレンガにセメントを被せた近代的家屋
を行政村の中でいち早く建築し始めたのであっ
た（37）。
チル集団は，結婚後，女側はムポール管理の
土地を新婚家庭に配分する義務があった。男側
も新婚家庭に対して庇護監督義務を持ち，女側
が土地不足であれば男側がムポール管理の土地
を女側に貸して援助するという慣習があった。
革命となり , 耕作地の利用権の管理は国へ移行
したが（不法耕作地は除く），ドイモイ政策後
土地利用権の売買が可能になり，個人に土地が
図８　婚姻に伴う土地の贈与，貸与事例（事例Ｗ１）
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配給されたことによって個人の土地所有観念が
芽吹く。こうした中で，個人所有の土地観念と
自らの新婚家庭を助けるという慣習の結合の結
果，新婚家庭（婿）への贈与財として土地が生
まれたのだといえよう。また，カンレオ集落の
ように先祖伝来の土地が存在せず，所有の観念
がカンレオ集落より希薄だったからこそ，個人
の処分権を疑いなく実行でき，贈与できたと言
えよう。これは，チル集団の土地所有観念が，
かなりの割合でムポールから個人へと移ってい
る証拠である。
１－２　スレ集団の場合
スレ集団カンレオ集落は，原住地を離れず，
水稲耕作をもっぱら生業としてきた。戦略邑時
代も地主として水田を貸与し，1989年の合作社
解体以降は2005年ごろまで旧地主であることを
権利主張して土地の回収を行った（事例Ｋ２参
照）。合作社解体以後の土地の回収は，水田の
みに限らず，コーヒー畑になった土地まで広
がった。また，いったん回収した一方で，希望
者（ワット集落出身者）には水田を再貸与か売
却した（38）（1994年）。この頃カンレオ集落の生活
は，疫病で飼育していた牛を多く失い，かつ水
田しかなかったので非常に苦しかった（事例
２－３ｇ）。ワット集落がコーヒーを始めたの
はチル集団と同時だったが，水稲耕作をしてい
たために比重が低かった。カンレオ集落でコー
ヒーを始めたのは2000年以降だった。チル集団
やワット集落より，10年以上遅れてしまってい
る。以上のような歴史を踏まえて，ここでワッ
ト集落のある家庭の子供たちの婚姻に関連した
土地の授受についての事例Ｗ１を提示する（図
８参照）。
・1976年息子ｂがカンレオ集落の娘Ｂと結婚
し，女側から男側の母に対し水田３サオの無償
貸与があった。
・1989年息子ｃが同じワット集落の娘Ｃと結婚
した際，Ｃの両親が新婚家庭 cCに４サオの水
田を購入して贈与。
・1996年Ｅがカンレオ集落に婿入りしたヌハ
バール集落の男性の弟ｅと結婚した時，ｅの兄
は新婚家庭に３サオの水田を無償貸与。
・2011年ラムハー県の女性Ｇと息子ｇが結婚し
た際，新婚家庭に女側が水田，男側が４サオ
コーヒー畑を贈与。
bBの事例は婿が自分の妻の母の貧しさを見
て，不憫に感じて男側の要求がないのに子供が
できるまでという期限付きながら無償貸与した
のである。Ｃの両親は本来の義務＝女側の水田
の贈与を果たしただけである。ｅの兄はＥの実
家が貧しいため水田を無償貸与したのである。
以上が1996年までの事例である。
1996年まで事例Ｗ１中，カンレオ集落の事例
では貸与のみで贈与はない。ワット集落の事例
ながら2011年の Ggの事例が初めて贈与とな
る。カンレオ集落の男側の贈与の事例では，事
例Ｋ１で2010年にコーヒー畑を，Ｋ２で2010年
に水田を男側が新婚家庭に対し贈与している。
男側にもかかわらず貸与の事例は，前稿でも
ワット集落の男性がカンレオ集落に婿入りする
と，婿が，あるいは婿の両親が土地を借りるこ
とができることを指摘した［本多2012：135－
136］。これはあくまでも水田であった。カンレ
オ集落はコーヒーを始めたのが2000年と遅く，
そのため，事例Ｋ１のａが主張したように先祖
伝来の水田を守ろうとすれば，2000年初頭にチ
ル集団のように男側の立場から新婚家庭に贈与
するのはコーヒー畑を持たないカンレオ集落は
贈与不可能だったろう。
スレ集団とチル集団の婿に対する土地の贈与
は，時期がずれるとはいえ，人口の増大と限ら
れた土地の中で，自分たちの息子の結婚生活を
いかにして守るかという目的で一致ししてお
り，かつ，個人所有の観念が浸透して，従来の
貸与が贈与に変化したと考えられる。
Ⅵ．分析と結論
最初に述べたように，筆者が2011年に提示し
た社会変動モデルで，現調査地で欠落している
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と考えられた不適合点，土地を求めてのエス
ニック集団間─チル集団とスレ集団の間─の婚
姻の欠落は，将来的に今後婚姻が増えていくと
予想できるようになった。婚姻の事例１, ２で，
自ら土地所有者を探すという行為ではないにし
ろ，もはや土地を貰うことを期待できれば自分
の娘の選んだ相手に反対しないというスタンス
がとられているからである。
このような状況を生み出したのは商品作物の
コーヒーの成功によるものである。コーヒーへ
の転換をより早期にできたチル集団がその経済
的地位を高めることができた。商品作物として
のコーヒーと米価を比較すれば，米価は１サオ
280,000ドン（1967年生），コーヒーは525,000ド
ン（事例１　ABの父）であるから，商品とし
ての土地の価値も地域次第ではコーヒー畑＞水
田となる。このように，調査地行政村内におけ
る経済的地位はコーヒーを作る前の段階である
カンレオ集落＞ワット集落＞チル集団から，チ
ル集団＞ワット集落＞カンレオ集落へと転換し
てしまったのである（社会階層の変容）。
ABの母がいうように，もはやワット集落に
とってはチル集団と結婚することは望ましいこ
とになりつつある。一方，チル集団からすれば，
各インフォーマントの語りからもわかるよう
に，交叉イトコ婚が依然として維持され，非常
にケースが多い。ここの地域のチル集団の結束
力が高いことを意味している。筆者がモデルを
策定した当時は，土地を持たない家の娘は婚姻
申込みをしても申し込みが受け入れられないと
いう状況にあった。しかし，男側からの土地の
贈与の一般化によって，そんな状態も消滅し，
チル集団内における配偶者選択の範囲は広がっ
たと言えよう。そしてあえてワット集落やカン
レオ集落と結婚して自分たちが開発した土地を
減らす必要性もないと考えているかもしれな
い。しかも，婚姻忌避要因である宗教の相違は
存在したままだからである。このような水稲耕
作民とチル集団の経済的地位─社会階層─の逆
転の事例がドンジュオン県にある。以前拙稿で
触れたが，トゥチャー社ダホア村では水稲耕作
をするチュルー族とチル集団が居住し，コー
ヒー栽培によって自らの地位がチュルー族より
向上したチル集団は，チュルー族との婚姻を忌
避している。その理由は耕作地の喪失の恐れで
あった［本多2011c：226－227］。
以上の点をふまえ，筆者の社会モデルを検討
していくと，これから先の段階として次の二つ
の可能性があげられよう。第１の可能性は，こ
のまま婚姻拡大モデルが継続して発展していく
可能性である。
チル集団の両親が伝統的な交叉イトコ婚を重
視せず，女側になった時も他集団を対象に積極
的に男側として婿を探して申し込むのであれ
ば，このまま拡大し続けるだろう。
第２の可能性は，恋愛の自由を許すのであれ
ば，伝統的なムポール間の関係─ルロの関係─
の関係すら崩壊しかねず，無秩序に広がってい
くだけである。
第３の可能性はドンジュオン県の事例のよう
に，逆に異なるエスニック集団との婚姻を忌避
する傾向が強くなる可能性がある。筆者がドン
ジュオン県を調査した時には水稲耕作民とチル
集団の経済的地位の逆転，つまり社会階層の上
昇がみられたのは全域の中の一つの点（行政
村）に過ぎなかった。いわば特殊な事例として
みなすことができたのである。しかし，改めて
考え直せば，少なくとも水稲耕作民とチル集団
が同じ行政村に居住しているような場合には，
耕作地の喪失を恐れ婚姻忌避の可能性のほうが
高くなるのかもしれない。
結論として，男側から新婚家庭への土地の贈
与という新しい動きの結果，筆者のモデルが
ワット集落に対しては適用性が増し，チル集団
に対しては，新たな段階として３つの可能性が
考えられるようになった。そして類似の条件を
持ったドンジュオンの事例を新たな段階とみな
せばチル集団内で婚姻相手を探す可能性が高く
なる。
今後の課題としては，まだはっきりしないカ
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ンレオ集落とチル集団の関係を把握することで
あり，それがドンジュォン県の事例と同じよう
になるかどうか確認が必要である。そしてその
ために現在の調査地を長いスパンで断続的に調
査しなければならない。
＜注＞
⑴　カンレオ集落の水田は現在でも170ヘクタール
以上という。だいたい１－６ha／戸が平均所有
面積である。
⑵　大学の組織実態としては「ヴェトナム国家大
学ホーチミンシティ校人文社会科学学部人類学
科」が適切と思われる。
⑶　１サオ＝10アール。
⑷　１袋＝60キロ。
⑸　１チウドン＝1,000,000ドン（以下チウの表記
はすべてチウドンの省略）。
⑹　コーヒーの収穫労働は10月から１月の間だけ。
⑺　この３チーはチル集団の慣習で必ずなければ
ならないものだといわれている（１－２参照）。
サイゴン・ジュエリー・カンパニーリミテッド
によれば，2013年５月２日の価格は１チー（chi＝
3.75グラム）が5,601,950ドン。
⑻　１カイ＝10チー
⑼　チル集団の慣習といて，父方の姉が婿の結婚
後婿に対し新婚家庭に対し生活財を贈る。バッ
プバ（コンバ）の役割など詳細については［本
多　2011a：161－163，215－234］参照。
⑽　カトリックのコホー語訳　yang bap。
⑾　本稿Ｉ １－２参照。
⑿　Jat yau=「昔に従う」と言う。
⒀　１ダムは１尺。
⒁　語りではチル語の「古い」を意味する yau。
⒂　これはここに居住するチル集団の出身集落で
あるハンフット集落の，困難な歴史過程におけ
る婚姻習慣を語ったものである。彼らは戦略邑
以降何度も移住を繰り返し，現調査地に居住す
る1984年まで極貧生活である。定住後もコーヒー
によって生計が安定する2000年頃まで経済的に
苦しい状況が続いていた。
　ハンフット集落の移動史は次の通りである。
　ハンフット→ダラギット（1960）→ダンジャデッ
トＡ（1962）→ダメ（1968）→帰郷（1971）→
ダンキア（1978）→現調査地（1984～）
⒃　ヴェトナム・プロテスタント聖会（南部）を
指すチル語Yang kon。
⒄　ドゥクチョン県ニンジャー社ニンティエン村
のカトリック信者（チル集団）に聞くとカトリッ
クは父，ティンラインは子，父を捨てることは
できないという。
⒅　改葬（u tap boc bap neh Boniam）を始めた
のは1982年。2013年２月，ABの父は父の墓の改
葬をするとともに，両親の墓を建てている。
⒆　ABの父によれば，「改葬にはこれだけ使った
よ。120リットルの酒，水牛４歳　20チウ（カン
レオから購入），接待用食料10チウ，建墓15チウ。
豚一頭。お祝い金などは37チウ，24の酒甕，50
の首飾りだよ。ここで20チウの差金が出たんだ」
⒇　タムバウデッ（tam bau det），小さな婚礼と呼ぶ。
21　男側は正式な婚礼の時には100キロの豚と鶏肉
30キロ分を持ってくることを約束している。
22　聞き取りの際にｈも同席していた。
23　ｇの末妹が結婚して両親から独立した際（2000
年），両親は８人の子供中男女の差別なく耕作地
の有無を判断材料として自らの土地の分配を
行っている（Ｆも含む）。耕作地を受け取ったの
は４名の姉妹と１名の弟。ｇは両親と同居する
姉とともに耕作地を持っていたため分配を受け
ることができず，もう一人の兄は分配なし。
24　Di lah jat jong kony lah sa longai kis joh.
25　jat jong kony
26　椅子，机，78組とその上にのる婚礼料理，装飾，
楽団，遠距離からの来客の送迎費用を含む。
27　Bu gul。bu は頭　gul 代わり　の意。別地区
に居住するチル集団に聞いたところによればス
レ語という。調査地内のスレ集団では確認でき
なかった。
28　sa bau 意：配偶者を食べる＝結納金。
29　ａによれば，普通はもっと受け取ると言う。
我々が撮影していたために皆受け取らなかった
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のではないか，とのことだった。
30　返還要求したが拒否されたという。
31　調査地のある行政村が分割されて，新たに行
政村を建設する計画がある。その面積が36ヘク
タールあり，36ヘクタール地区と呼ばれる。詳
細については［本多2012：130］参照。
32　Gop Patieng, cau me oh me mi
33　調査地も異なるが，スレ集団男性とチル集団
女性の婚姻において申込時の首飾りが金に置換
した例はある（1978年）［本多2011a：251－252］。
34　男側の宗教に従った例は聞き取りで１例のみ
である［本多2011a：245－246］。
35　事例Ｋ１ ａ及び［本多2012：132－133］
36　ドラから金に変わった時期については85年以
降という（チル集団1938年生）。
37　チル集団の多くの家が2005年以降に近代的な
家を建築している。筆者の調査データでは最古
が1996年である（事例２－３ｇ）。
38　一例として，1994年ワット集落のある者がカ
ンレオ集落から６サオを９チーで購入している。
９チーは水牛を売却して得た金である（ワット
集落1953年生）。仮に貸与される場合には500,000
ドン／サオ／年である（ワット集落1957年生）。
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